
☆天文の基礎知識 七夕 について

中国では、 2e4。6e8の偶数より、 1・3・5・7o9などの奇数が縁起がよいと考えたときが

ありました。それが暦にも反映して、 「月」を表す数字が1・3・5・7・9で、 「日」を表す

数字もそれと同じ「3月3日」。「5月5日」e「7月7日」・「9月9日」 (「1月1日」は元日と

重なるので「1月7日」に変更)などを「節句」と言って、この5日を特別な日としています。

全部で5日ある節句のうちで天文に関係が深いのは「7月7日」の「七夕の節句」です。小・中学生

のみなさんも保育園や幼稚園に通っていたころ、 7月7日には願いごとを書いた短冊を長い竹に

つるしたり、その日、天の川をはさんだ夜空に見える彦星(わし座のアルタイル)と織り姫星(こ

と座のベガ)が、1年のうちでこの日だけは会うことが許されるという中国から伝わってきた伝説

を聞いたことがあると思います。

ところがこの7月7日は、今、みなさんがふつうに使っている暦(太陽暦)

では梅雨どきの最 中で、雨や曇りの日が多く、彦星と織り姫星が見えない年

が多いです。それにくらべて、旧 暦(太陰太陽暦)での7月7日は太陽暦の

8月中頃のことが多いので、梅雨も明けて、天の川や夏の星空がとてもよく

見えます。

また、太陽暦では7月7日の月の形はさまざま(今年は月齢27で夜には見

えない)ですが、旧暦では月齢が約7なので、夜には必ず南から西にかけて

の空に、向かって約右半分が光る上弦の月として輝いています。

このようなことから、太陽暦に「き晶う筈一歩」の日と書かれているものが

多く、今年は8月14日です。

☆5月26日 ス二パームーンの皆既月食儲諒膚善が
か い き げっ し よ.く・

5月2 6日の晩に、満月がすべて地球のかげに入り赤黒く見える『皆既月食』が見られました。それも

今年一年でもっとも大きく見える満月(スーパームーンといわれている)の時に起きました。すぼるの会の

メンバーが撮影した写真から月食のようすを紹介します。また、 11月19日には『部分月食』があります。

牡南東の空での月食の変化のようす(5分おきにシャッターを切る。平川市相木町にて)

亀皆既食がはじまる直前の月

20時04分(黒石市高賀野にて)

左上の部分がまだ明るい。うさぎの

もようも見えている。今回の皆既

月食はとても暗いものでした。


